
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地方独立行政法人 

北海道立総合研究機構 北方建築総合研究所 平成２４年度 年報 

大雪時における老朽建築物の安全対策に関する調査研究 

平成 24 年冬期の北海道における大雪による建物

被害は住家 120 棟、非住家被害 354 棟に及びまし

た。その多くが空き家や廃校舎など老朽建築物です。

今後、過疎化や人口減少、学校の統廃合などにより

空き家などの老朽建築物の増加が予想され、同様の

被害が続くことが懸念されます。 

本研究は、空き家等の調査分析、倒壊時を想定し

た構造解析などにより、大雪時における老朽建築物

の安全対策の検討に必要な知見を整備することを目

的とします。 

この研究では、①大雪による建物被害の分析と構

造解析、②各自治体における空き家対策および設計

荷重値調査、③暖房が屋根雪に及ぼす影響の分析、

④老朽建築物の安全対策の検討を実施します。 

平成 24 年度は建築物の構造設計に用いる垂直積

雪量の変遷を整理すると共に、倒壊事故が多発した

平成 24 年冬期の気象状況の分析を行いました。さ

らに、倒壊した建築物の構造解析を行い気象特性と

構造性能の関係から倒壊した要因を検討しました

（図 1）。また実際の空き家を対象に屋根上の積雪と

建物の変形との関係について実測調査を行い、立地

条件や屋根形状別の屋根雪荷重を把握し（写真 1）、

調査結果を基に危険度評価（チェックシート）のプ

ロトタイプを作成しました。さらに前述の実測調査

および工学的雪荷重評価手法、雪荷重による被害関

数に基づき、空き家の耐雪性能を簡易的に診断する

手法を検討しました（図 2）。 

 

 

今後は、危険度評価（チェックシート）および耐雪性能診断手法の改良、空き家の安全対策に関する市町村

アンケート調査、暖房熱が屋根雪荷重に及ぼす影響に関する数値解析などを行い、老朽建築物の安全対策に関

する技術情報を蓄積、公開していきます。 

●研究期間：平成 24～25 年度（継続） 

●研究区分：道受託研究 

研究の背景・目的 

研究の概要・成果 

今 後 の 展 開 

●共同研究機関： 
 

●研究担当：北方建築総合研究所  居住科学部居住科学グループ
 

図 1 被害建物の調査と構造解析 

図２ 空き家の耐雪性能を評価する手法の構築

軸力図（垂直積雪量1.0m）

写真 1 空き家の耐雪性能に関する調査 

屋根雪観測 ダイヤルゲージによるたわみ測定
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